
新岡垣
風土記

と
こ
ろ　
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

定　
員　
先
着
15
人

費　
用　
300
円
※
材
料
費

問
い
合
わ
せ　
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

　
保
健
推
進
員
（
楽
健
会
）が
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
会
を
催
し
ま
す
。
今
回
は
ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
の
観
賞
と
小
局
地
区
の
散
策
を

し
ま
す
。

と　
き　
10
月
21
日
㈮
午
前
9
時
30
分

か
ら
※
雨
天
中
止

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅

持
っ
て
く
る
も
の　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

お
か
が
き
楽
し
く
歩
こ
う
マ
ッ
プ
※
初

め
て
参
加
す
る
人
は
当
日
配
布

費　
用　
無
料

申
し
込
み　
不
要
※
当
日
集
合
場
所
に

来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
課

　

収
益
金
の
一
部
は
、
岡
垣
町
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
に
寄
付
し
ま
す
。

と　
き　
11
月
11
日
㈮

と
こ
ろ　
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

遠
賀
（
遠
賀
町
）

定　
員　
先
着
300
人

費　
用　
３
千
円
※
プ
レ
ー
費
が
別
途

必
要

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
10
月
21
日

㈮
ま
で
に
岡
垣
町
商
工
会
☎
２
８
２-

０
２
９
４

岡
垣
を
楽
し
く
歩
こ
う

楽
健
会
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

商
工
会
青
年
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

第445回

　
『
秋
武
文
書
』の
元
文
２（
１
７
３
７
）

年
２
月
付
け
、
遠
賀
郡
代
宛
て
の「
先

祖
書
上
」を
紹
介
す
る
。

長
政
公
様
御
国
入
り
の
節
、
私
先
祖
・

秋
武
主も

ん
ど水
と
申
す
者
、
播
磨
よ
り
召
連

れ
な
さ
れ
、
遠
賀
郡
山
田
村
に
て
居
屋

敷
二
反
、
そ
の
節
百
姓
三
人
に
て
持
ち

居
り
申
す
地
所
米
六
俵
に
お
買
い
遊
ば

せ
ら
れ
、
主
水
に
拝
領
仰
せ
付
け
な
さ

れ
、
只
今
ま
で
持
ち
居
り
申
し
候
。
古

野
山
三
千
五
百
坪
共
に
拝
領
地
と
申
し

伝
え
、
今
に
持
ち
居
り
申
し
候
。

　
秋
武
主
水
は
、
山
田
秋
武
氏
の
始
祖・

秋
武
主も

ん
ど
の
か
み

水
正
重
氏
の
こ
と
で
あ
る
。
黒

田
長
政
の
招
請
で
山
田
村
に
住
居
を
構

え
、
屋
敷
地
と
山
林
を
拝
領
し
た
と
伝

承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　一
、
右
主
水
、
御
知
行
義
千
三
百
石
仰
せ

付
け
な
さ
る
処
、
極
老
仕
り
倅せ

が
れ利
兵
衛
若

年
に
付
き
、
御
知
行
を
上
へ
指
し
上
げ
申

す
処
、
又
々
御
田
地
三
町
三
反
拝
領
仰
せ

付
け
な
さ
れ
候
。
五
六
代
以
前
類
焼
に
御

証
文
焼
失

仕
る
。
そ

の
後
御
田

地
は
所
持

仕
り
候
へ

ど
も
、
御

年
貢
上
納

仕
り
村
並

み
に
相
成

り
申
し
候
。

居
屋
敷
、

古
野（
山
）

を
□
□
持

ち
居
り
申

し
候
。
申

し
伝
え
る

処
証
文
も

御
座
無
く

候
へ
ど
も
、

承
伝
事
書

き
上
げ
申

　

美
作
様
御
先
祖
と
は
、
三み

な

ぎ

奈
木
黒
田

家
の
第
６
代
当
主
・
黒
田
美
作
一か

ず
の
ぶ誠
の

先
祖
で
初
代
の
三
左
衛
門
一か

ず
し
げ成

の
こ
と

で
あ
る
。
三
奈
木
黒
田
家
は
、
福
岡
藩

の
筆
頭
家
老
で
知
行
１
万
６
千
石
、
三

奈
木（
朝
倉
市
）に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
。

黒
田
一
成
が
秋
武
重
氏
の
山
田
村
居
住

や
利
兵
衛
の
大
庄
屋
就
任
に
尽
力
し
た

と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
利

兵
衛
以
来
の
秋
武
家
当
主
の
名
付
け
親
、

諱い
み
な

を
与
え
た
と
し
て
い
る
。
秋
武
家
で

は
、
重
氏
・
重
勝
・
重
由
・
重
種
な
ど

「
重
」を
通
字
と
し
て
い
る
。
黒
田
一
成

の
父
は
加
藤
又
左
衛
門
で
、
諱
は
重
徳

で
あ
る
。加
藤
重
徳
は
、黒
田
長
政
の
父・

官
兵
衛
が
荒
木
村
重
の
有
岡
城
に
監
禁

さ
れ
た
時
の
牢
番
で
あ
る
。
秋
武
重
氏

は
、
加
藤
重
徳
と
特
別
な
関
係
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
毎
年
正
月
５
日
に
三
奈
木
黒
田
家
当
主

に
お
目
見
え
と
あ
る
が
、別
の
書
上
に
は
、

正
月
五
日
御
屋
敷
へ
上
が
り
御
料
理
頂

戴
仕
り
、
金
子
百
疋
・
足
袋
十
二
足
拝

領
仕
来
り
居
り
申
し
候
。
六
月
・
十
二

月
御
屋
敷
上
が
り
、
料
理
頂
戴
仕
来
り

居
り
申
し
候
。

と
あ
る
。
金
子
百
疋
は
、
銭
１
貫
文（
千

文
）の
こ
と
で
あ
る
。
秋
武
家
と
三
奈

木
黒
田
家
と
の
関
係
は
、
そ
の
後
も
続

く
の
で
あ
る
。

つ
づ
く

※「
先
祖
書
上
」の
紹
介
文
中
、
判
読
で
き

な
い
部
分
は「
□
□
」と
表
記
し
て
い
ま
す
。

す
よ
う
に
仰
せ
付
け
な
さ
れ
、
恐
れ
な
が

ら
書
き
上
げ
仕
り
候
。

　

黒
田
長
政
が
主
水
正
重
氏
に
知
行
給

付
を
予
定
し
た
が
、
お
断
り
し
た
結
果
、

田
地
を
拝
領
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
田

地
は
年
貢
免
除
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

村
並
み
の
年
貢
を
上
納
し
て
い
る
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
証
文
類
は
居
宅
の
火

災
で
焼
失
し
た
と
あ
る
が
、
別
の
文
書

に
は
元
禄
期
以
前
の
火
災
と
記
さ
れ
て

い
る
。
倅
の
利
兵
衛
は
、
重
氏
の
２
男

で
初
代
の
山
田
村
大
庄
屋
で
あ
る
。

一
、
美み

ま
さ
か作
様
御
先
祖
様
、
右
主
水
お
不

便
に
思
召
上
る
者
に
て
、
御
国
入
り
の

時
分
御
肝
煎
り
を
以
て
、
山
田
村
へ
居

屋
敷
拝
領
仕
る
。
主
水
倅
利
兵
衛
よ
り

大
庄
屋
役
仰
せ
付
け
な
さ
れ
、
そ
の
子

七
右
衛
門
、
そ
の
子
同
七
右
衛
門
、
そ

の
子
藤
五
郎
、
そ
の
子
市
三
郎
、
そ
の

子
五
八
郎
、
そ
の
子
私
迄
、
美
作
様
よ

り
名
を
も
御
付
け
下
さ
れ
候
。
毎
年
正

月
五
日
、
お
目
見
え
に
罷
り
出
で
申
し

候
。
先
祖
の
主
水
、
御
国
へ
御
忠
孝
仕

る
者
の
由
、
申
し
伝
え
に
て
御
座
候
。

御
証
文
等
は
前
に
申
し
上
げ
候
通
り
、

数
代
以
前
焼
失
仕
り
候
儀
故
、
承
け
及

び
の
通
り
申
し
上
げ
候
様
仰
せ
付
け
な

さ
れ
、
恐
れ
な
が
ら
申
し
上
げ
候
。
以

上
。
　
　
山
田
村
　
五
八
郎

　
元
文
二
年
二
月
十
九
日

　
　
樋
口
貞
右
衛
門
様

　
　
河
村
武
左
衛
門
様

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
羽
山　
健
一

山
田
村
大
庄
屋　
秋
武　
五
八
郎
②

▶『
秋
武
文
書
』284「
先
祖
書
上
」
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